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　ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140−8−28067
　40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　�中央構造線のネオテクトニクス—その意義と問題点—．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　�中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　�シーケンス層序学—新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻—マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　�Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan—　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　�構造地質　特別号—21世紀の構造地質学にむけて—．狩野謙一ほか編，（売り切れました）
第 51 号　�地震と地盤災害—1995年兵庫県南部地震の教訓—．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　�オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　�本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900 

円，〒360円
第 54 号　�タフォノミーと堆積過程—化石層からの情報解読—小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　�地震イベント堆積物—深海底から陸上までのコネクション—藤原　治ほか編，（売り切れました）
第 59 号　�沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

 リーフレットシリーズ
　大地の動きを知ろう—地震・活断層・地震災害—　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地のいたみを感じよう—地質汚染Geo−Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地をめぐる水—水環境と地質環境—　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
　日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

 地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
　１．箱根火山たんけんマップ—今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
　２�．屋久島地質たんけんマップ—洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい—　2009年３月発行　会員頒価300円
　３�．城ヶ島たんけんマップ—深海から生まれた城ヶ島—　2010年９月発行　会員頒価300円
　４�．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん—樹海にかくされた溶岩の不思議—　2014年３月発行　会員頒価300円
　５�．長瀞たんけんマップ—荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう—　2016年２月発行　会員頒価300円

 地質リーフレットシリーズ
　１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

 下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

 電子書籍シリーズ
　地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］　定価1,380円

 講演要旨集ほか
　第118年見学旅行案内書（2011年水戸）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第117年学術大会講演要旨（2010年富山）	 会員頒価4,000円，〒500円
　第117年見学旅行案内書（2010年富山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第116年見学旅行案内書（2009年岡山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第115年見学旅行案内書（2008年秋田）	 会員頒価2,500円，〒500円
　※�このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．
クリアファイル：学会創立125周年記念オリジナル．A4対応両面カラー．3枚１セット500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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　今回お送りしましたジオルジュ 2018後期号表紙の号表記に誤
りがありました．お手数ですが，ニュース誌11月号（本誌）の
表4（裏表紙）左上部分を切り取って，該当箇所に貼付頂きま
すようお願い致します（下図参照）．

ジオルジュ編集長　北村有迅

訂正
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会期：2018年12月1日（土）～ 2日（日）
会場：産業技術総合研究所

つくば本部・共用講堂

全体日程表（つくば特別大会）

日本地質学会第 125年学術大会
（つくば特別大会）
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スト化石層序．* 林　圭一・廣瀬　亘・川上源太郎・渡
辺真人

9:30（R5-O-5）北海道，札幌市南区のシールドトンネル掘削
で出現した安山岩の岩石学的特徴とその起源．* 千葉恵
美・八束　翔・岡村　聡・佐々木悟・堀川滋雄

9:45（R5-O-11）関東山地東部，御荷鉾緑色岩類および北部秩
父帯付加体における玄武岩の起源．* 冨永紘平・原　英
俊

10:00（R5-O-12）伊勢・鳥羽地域の御荷鉾緑色岩類斜長岩の
U-Pb ジルコン年代．* 内野隆之

10:15（R5-O-13）浮遊性有孔虫化石層序 N7 帯 /N8 帯境界の
年代．* 星　博幸・大信田彦磨・林　広樹・岩野英樹・
檀原　徹・栗原行人・柳沢幸夫

10:30（R5-O-15）南部阿武隈山地日立地域、カンブリア系変
成凝灰岩と変成石灰岩に産する化石／化石様組織．* 田
切美智雄・塙　勝利・及川　晃・渡邉則昭

10:45（R5-O-16）ボーリングコアの堆積相に基づいた沖積層
の堆積環境と人工改変履歴−東京都江東区有明で掘削し
たボーリングコア GS-AA-1 の例−．* 小松原純子・納谷
友規・中澤　努・中山俊雄

11:00（R5-O-17）東京都江東区有明で掘削されたボーリング
コアに見られる東京臨海部の地下 110m の層相．* 納谷
友規・小松原純子・坂田健太郎・中澤　努・中山俊雄

11:15（R5-O-18）東京都世田谷区，武蔵野台地の地下に分布
する世田谷層及び東京層の層序，分布形態と地盤振動特
性．* 中澤　努・長　郁夫・坂田健太郎・野々垣進・中
里裕臣・本郷美佐緒・中山俊雄

11:30（R5-O-19）砕屑性ジルコン年代分布からみた手取層群（広
義）の後背地の変遷．* 大藤　茂・川越雄太・長田充弘・
坂下智和・林　芳美

11:45（R5-O-21）紀伊半島中央部に分布する秩父−四万十付
加体境界周辺の地質構造と砕屑性ジルコン U-Pb 年代．*
志村侑亮・常盤哲也・竹内　誠・山本鋼志

12:00（休憩）

第 1会場（講堂）9:30 〜 12:00
9:30（T3-O-2：招待）花崗岩岩石学から見た日本列島大陸地

殻成長史．* 土谷信高
9:45（T3-O-3）砕屑性ジルコン年代学による中国地方先白亜

系のテレーン解析と舞鶴帯の初生的構造．* 早坂康隆・
木村光佑・川口健太・藤井正博・古橋拓哉

10:00（T3-O-4）鳥取県西部、大山麓のトリアス期花崗岩と飛
騨帯の延長．* 堤　之恭・磯㟢行雄・木谷啓二・寺林　
優

10:15（T3-O-5）朝日山地の花崗岩類の SHRIMP ジルコン
U-Pb 年代．* 小笠原正継・堀江憲路・竹原真美・大坪友
英・菊池康浩・藤本幸雄・大平芳久・庄司勝信・根岸義
光・水落幸弘・田阪登史

10:30（T3-O-8）北関東および東北南部の浅海成白亜系の後背
地：砕屑性ジルコンの U-Pb 年代．* 長谷川　遼・磯崎
行雄・堤　之恭

10:45（T3-O-9）過去の前弧盆地の復元：“白亜系”和泉層群
の初生的規模と二次破壊．* 磯崎行雄・長谷川遼・堤　
之恭・益田晴恵

11:00（T3-O-10）西南日本白亜紀堆積物の大規模水平移動と
デタッチメント断層による島弧地殻の海溝への大規模崩
落．* 鳥海光弘

11:15（T3-O-11）蝦夷層群と中央太平洋三角形縞状地磁気異
常．* 新妻信明

11:30（T3-O-13）日本海拡大以来の日本列島の堆積盆テクト
ニクス．* 中嶋　健

11:45（T3-O-14）日本海拡大のプル・アパートモデル．* 眞
島英壽

12:00（休憩）

第 2会場（大会議室）9:00 〜 12:00
9:00（R5-O-1）20 万分の 1 日本シームレス地質図 V2 の凡例

とその活用．* 斎藤　眞・西岡芳晴・水野清秀・宮崎一博・
石塚吉浩・工藤　崇・坂野靖行・宝田晋治・内野隆之

9:15（R5-O-3）北海道北東部に分布する中新統の渦鞭毛藻シ

つくば特別大会講演プログラム（口頭）

1日目：12月 1日（土）午前（口頭）

1日目：12月 1日（土）午後（口頭）
第 1会場（講堂）14:30 〜 18:00
14:30（R22-O-1）日本初の GSSP 候補「千葉セクション」の

申請までの経緯と現状．* 岡田　誠
15:00（R22-O-5）日本の石筍同位体記録から見た後期更新世

以降の気温変化．* 狩野彰宏・雨川翔太・加藤大和・森
　大器

15:15（R22-O-6）東北日本に分布する更新世の赤色土と最終
間氷期以降の地殻変動速度（その 2）．* 仲川隆夫

15:30（R22-O-7）珪藻化石群集に基づく過去約 5 万年間の琵
琶湖湖水位変動．* 鈴木勇志・井内美郎・大塚佳祐・川
上　薫

15:45（R22-O-14）北海道藻琴湖における近年の砕屑性年縞の
形成過程．* 瀬戸浩二・香月興太・園田　武・山田和芳

16:00（R23-O-14）K-Pg 境界の天体衝突に伴う爆心地（ユカ
タン半島沖）の花崗岩類の熱水変質作用（IODP Exp. 
364）．* 山口耕生・山根俊宏・山口飛鳥・阿部　剛・

IODP Exp.364 Scientists
16:15（R23-O-16：招待）大量絶滅の発生メカニズム：すすと

硫酸のエアロゾルによる地球寒冷乾燥化．* 海保邦夫・
三浦真実・アフタブッチャマン モハマド・田中大輔・
ジョーンズ デイビッド・齋藤涼介・田　力・リチョス 
シルバイン・大島　長・カシェ ジャンジョルジュ・手
塚美桜・林　直広・及川一真・藤林　恵

16:45（R23-O-18）G-LB 絶滅前後におけるパンサラッサ海深
海域の酸化還元状態及び窒素循環の制約．* 藤崎　渉・
澤木佑介・松井洋平・山本伸次・磯崎行雄・丸山茂徳

17:00（R23-O-22）後期トニア紀の蒸発性炭酸塩岩と海水化学
組成．宮崎　彩・* 狩野彰宏・江口ゆき・雨川翔太・加
藤大和・柿崎喜宏

17:15（R23-O-23）約 18 億年前の海洋環境に関する地球化学
的研究：カナダ・ケープスミス帯．* 元村健人・清川昌一・
池原　実・田中健太郎・Bleeker Wouter・佐野有司

セッション区分，講演番号は，札幌大会のものを踏襲しています．
＊印：発表者
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17:30（R23-O-24）初期太古代の炭酸塩岩の地質学的産状と化
学組成から推定する初期太古代海洋の微量遷移元素濃
度．* 吉田　聡・石川　晃・小宮　剛

17:45（R23-O-27）アカスタ片麻岩体の初期太古代岩石の地質
とジルコン U-Pb 年代．* 上原啓幹・小宮　剛・石川　晃・
山本伸次・青木翔吾・昆　慶明・坂田周平

第 2会場（大会議室）14:30 〜 18:00
14:30（R5-O-22）上部白亜系寺杣層に覆われる仏像衝上断層．

* 山北　聡
14:45（R5-O-23）島根県津和野地域から見出された舞鶴帯北

帯の古原生代花崗岩質岩体．* 木村光佑・早坂康隆・柴
田知之・川口健太・藤原弘士

15:00（R5-O-26）中部ベトナム Hoang Mai 層のアニシアン期
（中期三畳紀）有孔虫群集．* 上野勝美・Hà Thi Nhú 
Thúy・井龍康文

15:15（R13-O-1：招待）超臨界地熱資源の地質モデルと実験
岩石学的アプローチ．* 土屋範芳

15:45（R13-O-2）超臨界条件の岩石−水相互作用と斜長石の
溶 解・ 析 出．* 岡 本　 敦・ 天 谷 宇 志・ 大 柳 良 介・
Nurdiana Astin・土屋範芳

16:00（R13-O-4）沈み込みプレート境界域における交代作用
と延性剪断．* 野呂和也・氏家恒太郎・西山直毅・森　康・
増山春菜

16:15（R13-O-6）数値シミュレーションと組み合わせた構造
解析による蛇紋岩の形成メカニズム推定．* 宮澤美幸・
鈴木杏奈・岡本　敦・清水浩之・大林一平・平岡裕章・
伊藤高敏

16:30（R13-O-7）脆性破壊で生成された含水断層岩の観察ス
ケールに応じた試料作製法．* 滝沢　茂・溝口一生・平
野公平・飯田高弘

16:45（R13-O-8）鏡肌を構成する物質の特徴．* 安東淳一・長
岡昂吉・富岡尚敬・鍵裕之

17:00（R13-O-11）200°C 以下の熱水条件におけるオパール
ガウジの摩擦特性．* 中西智哉・金川久一・澤井みち代

17:15（R13-O-12）新潟地域歪み集中帯での地殻の弾性 / 非弾
性挙動：地質学的および測地学的探査による理解．* 大
坪　誠・鷺谷　威

17:30（R13-O-17）マクロブーディン応力計を用いた方位別岩
石応力解析による主偏差応力の推定．* 松村太郎次郎・
岡本　敦・増田俊明

17:45（R3-O-5）北海道白滝地域における大規模火砕噴火とカ

第 1会場（講堂）9:00 〜 12:30
9:00　世話人挨拶
9:05（S2-O-1）北海道地殻構造解明の意義と課題．* 佐藤比呂

志・石山達也・橋間昭徳
9:20（S2-O-2）北海道トランセクト：千島弧前弧 - 日高衝突

帯 - 日本海盆．* 佐藤比呂志・岩崎貴哉・石山達也・加
藤直子・小平秀一・佐藤　壮・野　徹雄・伊藤谷生・在
田一則・阿部　進 ・横井　悟・菊池伸輔・東中基倫

9:35（S2-O-3：招待）反射法地震探査から明らかになった北
海道中軸部における活構造の特徴．* 石山達也・佐藤比
呂志・加藤直子・阿部　進

9:50（S2-O-4：招待）北海道日高衝突帯及びその周辺の地震
学的構造−制御震源データ・自然地震データ解析の成果
と未解決の問題−．* 岩崎貴哉・津村紀子・松原　誠

10:05（S2-O-5：招待）海底地震観測からわかった北海道南部

ルデラ群の形成．* 長井雅史・金成太郎・柴田　徹・弦
巻賢介・杉原重夫・横田彰宏

第 3会場（中会議室）14:30 〜 18:00
14:30（R9-O-2）タリム盆地西縁部第三系の堆積相と供給源変

動．* 佐久間杏樹・多田隆治・吉田智紘・長谷川精・烏
田明典・杉浦なおみ・Zheng Hongbo

14:45（R10-O-2）IRMS を用いた微量炭酸塩の酸素炭素安定
同位体比分析の現状と進展．* 石村豊穂

15:00（R10-O-4）北海道二股温泉に発達するトラバーチンの
分布と特徴．* 白石史人・森川朝世

15:15（R10-O-5）室戸沖南海トラフ沈み込み帯先端部におけ
る続成過程の変遷．* 井尻　暁・稲垣史生

15:30（R10-O-6）日本海東縁部の掘削コアから「初めて」発
見された ikaite の地質学的意義．* 角和善隆・Zhang 
Naizhong・松本　良・戸丸　仁・石田直人・茂手木竜
也

15:45（R10-O-8）伊豆半島の石灰岩岩相と年代に係る新知見．
* 八木正彦・松丸国照・淺原良浩

16:00（R10-O-9） 新 潟 県 青 海 石 灰 岩（ 下 部 ペ ル ム 系
Artinskian）の中から見いだされた洞窟充填リズマイト．
* 柿崎喜宏・狩野彰宏・中田亮一・永石一弥・太田泰弘・
柏木健司

16:15（休憩）
16:30（R12-O-2）水溶性熱分解ガスを胚胎する沖縄本島南部

の先新第三系基盤岩に関する地質学的・地球化学的考察．
* 金子信行・中江　訓

16:45（R12-O-6）中海・瀬戸内海の表層堆積物を用いたケロジェ
ン・パリノモルフ観察法の検討．* 服部由季・沢田　健・
安藤卓人・中村英人・廣瀬孝太郎

17:00（R12-O-7）植物由来テルペノイドによる古植生変動の
復元：北大西洋イベリア半島西沖の更新世堆積物での応
用例．* 矢能冴紀・風呂田郷史・沢田　健

17:15（R12-O-9）増幌層珪質岩〜本邦最北の女川層型珪質岩．
* 横井　悟・三輪美智子・黒川将貴・辻　隆司・栗田裕
司

17:30（R12-O-10）熱伝導数値実験からみた道央夕張地域での
有機熟成作用に与える深部熱源の影響．堀　耀太・* 鈴
木德行

17:45（R12-O-11）炭化水素包有物の一般的性質と炭素同位体
組成．* 大久保　進・岩野裕継・土田邦博

の島弧−島弧衝突帯から太平洋プレート沈み込み帯前弧
域の地震活動と地下構造．* 村井芳夫・勝俣　啓・日野
亮太・篠原雅尚

10:20（S2-O-8：招待）地震探査による北海道沖日本海の地殻
構造．* 佐藤　壮・野　徹雄・小平秀一

10:35（S2-O-9：招待）千島海溝−島弧の地殻構造とオホーツ
ク海の構造研究の現状．* 仲西理子

10:50（S2-O-10：招待）サハリン〜北海道中軸部〜三陸−常
磐沖の地質学的連続性：蝦夷堆積盆の白亜系−古第三系．
* 安藤寿男

11:05（S2-O-11：招待）極東ロシアと北海道西半部の地体区分：
前期白亜紀弧−海溝系の複列分布．* 大藤　茂・Alexey 
DIDENKO・Sergey ZYABREV・山本鋼志

11:20（S2-O-12）北海道における石油探鉱とテクトニクス解
明への貢献．* 横井　悟

２日目：12月２日（日）午前（口頭）
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11:35（S2-O-13）北海道地殻構造解明研究の前進と地球科学
の新たな課題．* 在田一則・豊島剛志・伊藤谷生

11:50（休憩）
11:55　総合討論

第 2会場（大会議室）9:00 〜 12:15
9:00（R1-O-1）北海道，古千島弧−海溝系での後期白亜紀か

ら前期古第三紀の火成活動と沈み込み開始．* 池田保夫・
後藤基次郎

9:15（R1-O-2）日高変成帯南部の深成岩類のジルコン U-Pb
年 代．* 御 子 柴 真 澄・ 高 橋　 浩・ 志 村 俊 昭・Kemp 
Anthony

9:30（R1-O-3）領家花崗岩類における同時性岩脈の形成時期．
* 中島　隆・神山裕幸・I.S.Williams

9:45（R2-O-1）トランスフォーム断層下の含水条件における
マントル延性変形メカニズム．* 柿畑優季・道林克禎・
Dick Henry

10:00（R2-O-5）マントルにおけるクロマイト粒子の球状化と
粒子成長の時間スケー ル．* 鳥海光弘

10:15（R2-O-6）北極海ガッケル海嶺下の最上部マントルに発
達するかんらん石ファブリック．* 針金由美子・道林克禎・
森下知晃・スノー ジョナサン

10:30（R2-O-7）丹沢深成岩体境界の変成マフィック岩のレオ
ロジー研究に基づくデタッチメント断層型剪断帯の推
定．* 道林克禎・水野那希

10:45（R4-O-2）山口県南部に産する低圧型変成岩類の変成・
変形作用．* 芥川祐樹・大和田正明

11:00（R4-O-3）日高変成帯の複変成作用．* 志村俊昭・槇納
吏袈・Kemp Anthony・Hammerli Johannes

11:15（R4-O-6）高圧型変成作用の継続時間と速度定数：長崎
変成コンプレックス西彼杵ユニットの例．* 宮崎一博・
菅　賢志・森　康・重野未来・岩野英樹・檀原　徹・八
木公史・大林秀行・西山忠男・平田岳史

11:30（R4-O-9）マントルウェッジ浅部における流体の流動様
式の比較：三波川帯の例．* 横田麻莉・ウォリス サイモン・
纐纈佑衣

11:45（R4-O-16：招待）広域変成岩の地表への露出過程に認
められる静的な時期．* 榎並正樹・纐纈佑衣

12:15（休憩）

第 1会場（講堂）14:30 〜 17:45
14:30（T4-O-1）総説：海洋地殻深部〜マントルを構成する岩

石（斑れい岩類，超マフィック岩類）の掘削試料に見ら
れる岩石物性の地域差について．* 阿部なつ江・イルデ
フォン ブノワ・赤松祐哉・畠山航平・片山郁夫・廣瀬
丈洋・多田井　修

14:45（T4-O-3）Lost City Hydrothermal Field 基盤岩の実体：
メルト上昇様式からの解釈．* 秋澤紀克・田村明弘・森
下知晃

15:00（T4-O-8）地球上最古の海洋底と中央太平洋三角形縞状
地磁気異常．* 新妻信明

15:15（休憩）
15:30（T2-O-1）モホ反射面のつくりかた．* 田村芳彦・藤江剛・

大平茜・高澤栄一・Ceuleneer Georges・道林克禎・佐
藤智紀・小平秀一・三浦誠一

15:45（T2-O-3）最先端物理検層によるオマーン陸上掘削孔で
の地殻−マントル境界．* 山田泰広・Kyaw Moe・白石
和也・Wspanialy Adam・田村芳彦・高澤栄一

第 3会場（中会議室）9:00 〜 12:00
9:00（R8-O-2）第 2 渥美海丘西斜面の堆積・変形構造と海底

地すべり．* 藤田耕太郎・芦寿一郎・大出晃弘・高下裕章・
山口飛鳥・大塚宏徳・辻　健

9:15（R8-O-3）海底地形と SBP 断面からみた沖縄県先島諸島
周辺浅海域に特徴的に認められる凸地形．* 井上卓彦・
三澤文慶・荒井晃作・佐藤雅彦・板木拓也・杉崎彩子

9:30（R8-O-5）石狩低地東縁断層帯南部の海域延長部に発達
する活褶曲．* 大上隆史・阿部信太郎・八木雅俊・内田
康人・仁科健二・向山建二郎・坂本順哉

9:45（R8-O-8）四国海盆の DSDP・ODP ボーリングによる基
盤岩コアの再分析、及び再分析値から見る四国海盆基盤
岩の組成分布．* 原口　悟・藤永公一郎・中村謙太郎・
加藤泰浩・山口飛鳥・石井輝秋

10:00（R8-O-15）人工知能による微化石群集解析の自動化：
南大洋における放散虫 Cycadophora davisiana の産出頻
度を例に．* 板木拓也・平　陽介・鍬守直樹・斎藤仁志・
星野辰彦・池原　実

10:15（R8-O-16）相模湾断層の高分解能浅部構造探査と精密
照準採泥．* 芦　寿一郎・山口飛鳥・奥津なつみ・三澤
文慶

10:30（R8-O-17）相模湾の相模海丘の玄武岩礫層と沖ノ山堆
列の成因について−伊豆弧北端のテクトニクス序説，そ
の 2 −．* 藤岡換太郎・山下浩之・高橋直樹

10:45（休憩）
11:00（T6-O-1：招待）新冠泥火山の活動：2003 年十勝沖地

震を中心に．* 田近　淳
11:30（T6-O-2）地質学および鉱物学に基づく秋田県後生掛泥

火山の成因とメカニズム．* 小林真輝人・河合研志・佐
久間博・北村真奈美・石丸　亮・三宅範宗・小松吾郎・
宮本英昭

11:45（T6-O-3）「日本周辺の」泥火山を理解する試み：四国
沖〜日向灘の泥火山活動を探査する YK18-05 音響・重
力航海速報．* 浅田美穂・岩井雅夫・川村喜一郎・久高
大志・蒋　景彩・権　容大・福地里菜

12:00（休憩）

16:00（T2-O-4）ICDP オマーン陸上掘削コア試料に記録され
ているモホ遷移帯の岩石物性について．* 阿部なつ江・
岡崎啓史・畠山航平・赤松祐哉・片山郁夫・高澤栄一・
道林克禎・ケレメン ピーター・ティーグル デーモン・モー 
キ ョ ー・ 山 田 泰 広・Oman Drilling Project Phase II 
Science Party

16:15（T2-O-7）オマーン掘削プロジェクト速報：海洋プレー
ト層序の XCT プロファイル．* 道林克禎・高澤栄一・
Kelemen Peter・Teagle Damon・Harris Michelle・
Godard Marguerite・the Oman Drilling Project Phase 
II Science Team

16:30（休憩）
16:45（R15-O-4）長野大鹿村地域鹿塩マイロナイトに記録さ

れた 2 つの延性変形作用：温度圧力条件の制約とテクト
ニクスへの示唆．* 中村佳博

17:00（R15-O-7）「瀬戸内剪断帯」と兵庫県南部地震（1995 年）・
熊本地震（2016 年）．* 佃　栄吉

17:15（R15-O-11）平成 28 年熊本地震で生じた地表地震断層

２日目：12月２日（日）午後（口頭）
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主部から離れた位置で LC-InSAR によって確認される地
表変状．* 小俣雅志・三五大輔・郡谷順英・谷口　薫・
渋谷典幸・森　良樹・井上直人・北田奈緒子・登椰正夫・
高浜　勉

17:30（R15-O-15）紀伊半島東部、中央構造線沿いの脆性−延
性遷移領域周辺で形成された断層岩．香取拓馬・* 重松
紀生・亀田　純・小林健太・豊島剛志

第 2会場（大会議室）14:30 〜 16:30
14:30（T1-O-1）「大歩危小歩危」新たな国指定天然記念物及

び名勝．* 石田啓祐
14:45（T1-O-3）足柄平野周辺の校歌にみる身近な自然景観．

* 田口公則
15:00（T1-O-14）山形県内陸部の各地域における鳥居の形状

および素材の違いと風土との関係．* 川辺孝幸
15:15（休憩）
15:30（R6-O-5）1923 年大正関東地震のジオハザードとジオ

ディザスター−空撮写真の記録と地震 ･ 津波の証言． 
* 蟹江康光・蟹江由紀

15:45（R6-O-6）北九州のジオパーク活動における歴史気象学
と伝説の活用について．* 太田泰弘

16:00（R6-O-7）天草ジオパークにおける学術調査研究．* 長
谷義隆・廣瀬浩司・鵜飼宏明・黒須弘美・香取祥人

16:15（R6-O-8）宮崎県南地域の地形地質遺産とジオストー
リー．* 森野善広・坂島俊彦・堀　尚子・緒方　将・赤
崎広志

第 3会場（中会議室）14:30 〜 17:15
14:30（R19-O-2）天ケ瀬ダム（京都府宇治市）及び周辺の微

小亀裂について．* 紺谷吉弘
14:45（R19-O-4）江戸時代（1840 年）に記録された新潟県佐

渡島相川鉱山のじん肺について（その 4）．* 仲川隆夫
15:00（R19-O-6）観測井孔内地下水温度から推定される層相や

井戸構造．* 香川　淳・堤　克裕・荻津　達・古野邦雄
15:15（R19-O-7）富士山麓の湖水・地下水の循環システムか

ら富士山大沢崩れの仕組みを探る．* 輿水達司
15:30（休憩）
15:45（R24-O-2）A 断層は B 断層で切られたのか、B 断層で

停止したのか？ * 大槻憲四郎
16:00（R24-O-5）気中火山灰濃度に関する原子力規制の改善．

* 石渡　明・西来邦章
16:15（休憩）
16:30（R25-O-2）南薩型金鉱床の金鉱化作用：硫化鉱物の微

量元素組成に基づく示唆．* 石田美月・村上俊平・安川
和孝・中村謙太郎・藤永公一郎・加藤泰浩

16:45（R25-O-3）ジュラ紀付加体中に産する三畳系層状マン
ガン鉱床の形成年代と形成環境．* 冨松由希・尾上哲治・
山下大輔・野崎達生・高谷雄太郎

17:00（R25-O-7）鉄マンガンクラストの REE 組成の水深依存
性：海水中溶存 REE の地球化学に示唆．* 浅見慶志朗・
平野直人・町田嗣樹・安川和孝・加藤泰浩

17:15（R25-O-9）伊豆・小笠原海溝に沈み込む海底堆積物の
平均化学組成に対するレアアース泥の影響の定量的評
価．* 見邨和英・中村謙太郎・安川和孝・町田嗣樹・大
田隼一郎・藤永公一郎・加藤泰浩

R5-P-29　沖積層から読み解く天草松島の環境変遷．*長谷義隆・
鵜飼宏明・横山祐典・宮入陽介・須藤　斎・田中源吾

R10-P-3（エントリー）富山県上市・立山地域の手取層群中
にみられる古土壌と土壌性ノジュールの特徴．* 黒島健
介・白石史人

R10-P-4（エントリー）新潟県青海に産する中部石炭系海山
型石灰岩の炭素・酸素同位体組成の研究．* 田中良樹・
サティッシュ クマール

R10-P-5（エントリー）秋吉石灰岩層群で見られる石炭紀バ
シキーリアン期の生物礁の発達過程．* 増井　充・江㟢
洋一・長井孝一・杦山哲男・足立奈津子

R10-P-6（エントリー）モンゴル西部ザブハン盆地における
下部カンブリア系ストロマトライトで見られる遷移様式
と形成様式．* 南　直斗・江崎洋一・足立奈津子・　建波・
渡 部 真 人・Altanshagai Gundsambuu・Enkhbaatar 
Batkhuyag・Dorjnamjaa Dorj

R11-P-21（エントリー）宮崎層群の熱構造．* 中野敬太・坂
口有人・古田行平

R13-P-1（エントリー）チャートの摩擦熔融に関する実験的
研究．* 本橋銀太・大橋聖和・氏家恒太郎

R13-P-3（エントリー）臼杵−八代構造線沿いに分布する竜
峰山変成岩の微細構造による剪断中心部の特定．* 石山
恭行・高木秀雄

T3-P-1（エントリー）下北半島泊層火山岩類ボーリングコア
の岩石学的検討．* 相澤正隆・稲葉　充・岡村　聡・新
城竜一

R3-P-4（エントリー）箱根外輪山北東部外側斜面のボーリン
グ地質．* 松本優吾・藤本光一郎・萬年一剛・山下浩之

R3-P-5　高分解能音波探査記録を基にした三宅島周辺海域の
火山砕屑物の分布．* 井上卓彦・石塚　治・藤巻三樹雄・
坂本　泉

R3-P-6（エントリー）三宅島周辺海域の海底溶岩流の形態的
特徴．* 藤巻三樹雄・坂本　泉・石塚　治・佐藤資命

R3-P-8（エントリー）阿蘇東部における Aso-4 火砕流のガラ
ス組成．* 竹内久恵・牧野州明

R5-P-6　関東山地の秩父帯北帯の上吉田ユニットにみられる
チャート角礫岩の形成に影響を与えた構造的破砕過程．
* 関根一昭・長谷河初男

R5-P-8　関東山地東部，横瀬町東部の秩父累帯．* 加藤　潔
R5-P-10　房総半島東部沿岸域 20 万分の 1 海底地質図概要． 

* 古山精史朗・佐藤智之・荒井晃作
R5-P-18（エントリー）岐阜県高山市のいわゆる“飛騨外縁帯

の手取層群”の再検討．* 長田充弘・坂下智和・近松謙太朗・
山田尚弘・山田来樹・高地吉一・山本鋼志・大藤　茂

R5-P-23　和歌山市の上部白亜系和泉層群より産出した放散
虫および珪藻化石．* 山本俊哉

つくば特別大会プログラム（ポスター）
セッション区分，講演番号は，札幌大会のものを踏襲しています．
＊印：発表者

（エントリー）：優秀ポスター賞審査対象．

1 日目：12月 1日（土）ポスターコアタイム：13:00 〜 14:20
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R13-P-5（エントリー）埼玉県比企丘陵小園層砂岩層中に発
達する小断層の微細構造解析．* 岩崎諒仁・高木秀雄

R13-P-8　断層ガウジの FIB-TEM 観察．* 相山光太郎・溝口
一生

R13-P-9　白亜紀根室層群砂岩泥岩互層中に発達する非活断
層の破砕帯の特徴．* 平野公平・相山光太郎・溝口一生・
肥高匡・飯田高弘

R13-P-10　堆積軟岩中の面なし断層を横断する小構造の例． 
* 渡邊貴央・田中遊雲・瀬下和芳・島田耕史

R13-P-12（エントリー）DisGBS 領域におけるかんらん石の
再結晶：新粒子形成に関する詳細な方位解析．* 駒井美穂・
水上知行・永冶方敬・ウォリス サイモン・大内智博

R13-P-13（エントリー）反応−移流系における蛇紋岩化の数
値計算：速度定数とレイヤーリングの関係．* 松原克弥・
小林仁弥・水上知行・遠藤徳孝

R13-P-15（エントリー）超臨界条件下における花崗岩の変形
挙動．* 北村真奈美・高橋美紀

R13-P-16　花崗岩試料中に生成された亀裂の連結性とバルク
物性の関係．* 高橋美紀・北村真奈美

R22-P-1（エントリー）上総層群黄和田層の石灰質ナノ化石
からみた本邦太平洋側の前期更新世の海洋環境変化． 
* 桑野太輔・亀尾浩司

R22-P-2（エントリー）本邦太平洋側に分布する下部更新統

T1-P-4　本州中央部に分布する黒曜石の全岩微量元素組成．
* 眞島英壽

R1-P-1　阿武隈帯中部地域，蔵王山地基盤岩類の火成活動モ
デル．吉田哲平・* 加々島慎一・高橋俊郎・植田勇人・
野原里華子

R1-P-2（エントリー）ジルコン U-Pb 年代と古地磁気・地化学
分析から見た第四紀黒部川花崗岩の生成過程．*伊藤久敏・
福間浩司・福山繭子・堀江憲路・竹原真美・山田隆二

R1-P-3　北アルプス，仁科山地に分布する青木花崗岩のジル
コン U-Pb 年代．* 植木忠正・横山立憲

R1-P-7（エントリー）北部九州，尺岳閃緑岩体の岩相変化と
その特徴．* 江島圭祐・大和田正明・亀井淳志

R1-P-9（エントリー）福岡県西部，浮嶽周辺に産するアダカ
イト質輝石トーナル岩のマグマ過程．* 砺山駿吾・大和
田正明・浦島遼平・亀井淳志

R1-P-11　エチオピア・アファール凹地，プレート拡大軸域
に産する玄武岩の岩石学的研究．* 北川桐香・加々島慎一・
石 川 尚 人・ 吉 村 令 慧・ 望 月 伸 竜・Kidane Tesfaye・
A.Muluneh Ameha

R2-P-3（エントリー）新潟県青海地域虫川コンプレックスに
産する 2 つの異なるジルコン U-Pb 年代を示す古生代苦
鉄質岩ブロック．* 小芝隆仁・市山祐司・伊藤久敏・田
村明弘

R2-P-5　西南日本弧の石英−輝安鉱脈の流体包有物研究． 
* 清水　徹

R2-P-7　秋田県北部日本海沿岸に産する巨大斜長石斑晶を含
む玄武岩〜玄武岩質安山岩の岩石学的特徴．* 秋田浩希・
星出隆志

R2-P-9　神居古潭帯幌加内地域の蛇紋岩岩体を掘削した水平
ボーリングコア試料の岩相・鉱物相の予察的解析． 
* 山崎秀策・岡㟢健治・倉橋稔幸

R6-P-2（エントリー）山陰海岸ジオパーク南部およびその周
辺の中新統北但層群のジルコン U-Pb・フィッショント
ラック年代．* 羽地俊樹・山路　敦

高分解能石灰質ナノ化石層序と海洋表層環境．* 椙㟢翔
太・亀尾浩司

R22-P-4　三重県宮川下流域における沖積層の層序と基底分
布．* 佐藤善輝・水野清秀・中島　礼

R22-P-5　船橋市日の出地区で採取された沖積層ボーリング
コア（FMJ コア）の堆積相．* 潮崎翔一・風岡　修・吉
田　剛

R22-P-6（エントリー）中海 Nk3 地点における湖底表層コア
の岩相，年代，古環境変化．* 廣瀬孝太郎・瀬戸浩二・
辻本　彰・中村英人・安藤卓人・赤對紘彰・青木　南・
入月俊明・香村一夫

R22-P-7（エントリー）中海底質コアに含まれる元素の濃度
トレンドと周辺環境変遷の関係．* 青木　南・廣瀬孝太郎・
辻本　彰・瀬戸浩二・香村一夫

R22-P-8（エントリー）東京湾に含まれる元素の濃度トレン
ドと周辺環境の関係．* 劉　舒雨・廣瀬孝太郎・瀬戸浩二・
山崎秀夫・香村一夫

R22-P-9（エントリー）北海道積丹半島南西部に分布するハ
イアロクラスタイトのサンドブラスト試験．* 山田晃裕・
天野英樹・渡辺浩明・和泉康平・溝口一生・佐々木俊法・
飯田高弘

U-P-4（エントリー）2018 年北海道胆振東部地震の余震の時
系列解析から推定される地殻の層状構造．* 川辺孝幸

R7-P-3　富山県八尾層群，砕屑性ジルコン年代と後背地の推
定．* 大田敬豊・金子一夫・山本鋼志・大藤　茂

R8-P-1　北海道北西沖日本海の海底地質．* 荒井晃作
R8-P-3（エントリー）RockJock プログラムを用いた海底掘

削試料の定量分析．* 多田井修・谷川　亘・金木俊也
R8-P-4　日本海溝沿い陸側斜面 mid-slope terrace にみられる

堆積構造の分類．* 宇佐見和子・池原　研・金松敏也・
マクヒュー セシリア

R8-P-7　安乗口海底谷における南海トラフ周辺海底活断層の
変動地形学的・古地震学的調査．* 杉戸信彦・岩井雅夫・
若木仁美・松井浩紀・鈴木康弘

R8-P-8　反射法音波探査記録から推定した宮古島周辺海域の
地質構造．* 三澤文慶・井上卓彦・荒井晃作

R8-P-10　海底物質科学研究における改良型ドレッジの重要
性．* 石井輝秋

R18-P-5　WebGL を用いた地質ボクセルモデルの可視化． 
* 根本達也・升本眞二・野々垣進

R19-P-1　霞ヶ浦湖底に見られる河川津波記録の可能性．* 井
内美郎

R19-P-2　深部熱流体によってもたらされた日本列島〜朝鮮
半島南東部の地震活動．* 川辺孝幸

R19-P-3（エントリー）自然由来重金属土砂による地下水汚
染の防止工法の開発及び効果予測．野村知哉・* 坂井敬一・
尾崎　隆・田村拓四郎・田作　淳

R19-P-4　地質汚染機構解明のための地下水温測定の利用． 
* 吉田　剛・風岡　修

R24-P-1　室内岩石実験から探る地下深部の物質移行と超長期
の水理境界条件の影響．* 竹田幹郎・間中光雄・伊藤一誠

U-P-2　北海道胆振東部地震による斜面変動のタイプと発生
場の地形地質（速報）．* 田近　淳・雨宮和夫・中村　研・
坪山厚美・金　秀俊・人見美哉・富岡　敬・後藤和則・
木崎健治・山根幹生

U-P-3　北海道胆振東部地震による高速地すべり機構（速報）．
* 雨宮和夫・中村　研・田近　淳

2 日目：12月 2日（日）ポスターコアタイム：13:00 〜 14:20
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C A L E N DAR
2018.10～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2018年
■11月　November
★関東支部：伊豆大島巡検
11月22日（木）～24日（土），2泊3日（船中1
泊）雨天決行
申込期間：9月20日（木）～11月10日（土）
http://kanto.geosociety.jp/

○第216回地質汚染イブニングセミナー
11月29日（木）18:30～20:30
場所：北とぴあ901会議室
講師：シティユーワ法律事務所　弁護士　佐
藤恭一
テーマ：我が国のおける自然由来土壌汚染の
規則－自然由来土壌汚染国家賠償訴訟の報告
http://www.npo-geopol.or.jp

○平成30年度 東濃地科学センター 
地層科学研究 情報・意見交換会
11月29日（木）13:30～16:45
場所：瑞浪市地域交流センター「ときわ」
定員：約130名，入場無料
参加申込締切：11月13日（火）先着順
https://www.jaea.go.jp/04/tono/topics/
topics1810_1/index.html

○土岐地球年代学研究所見学会
11月30日（金）9:00～10:45
場所：土岐地球年代学研究所
定員：30名，入場無料
参加申込締切：11月13日（火）先着順

https://www.jaea.go.jp/04/tono/topics/
topics1810_1/index.html

■12月　December
○第29回GSJシンポ地圏資源環境研
究部門研究成果報告会

「粘土・粘土鉱物：枯渇の機器にある貴重な
国内資源」
12月6日（木）13:30 〜 17:35
場所：秋葉原ダイビル
https://unit.aist.go.jp/georesenv/

○第189回深田研談話会
沿岸域の地下水挙動の理解に向けて
12月7日（金）18:00 〜 19:30
会場：深田研地質研究所研修ホール（文京区
本駒込）
講師：徳永朋祥（東京大学）・参加費無料
http://www.fgi.or.jp/?p=4188

（共）第28回環境地質学シンポジウム
12月7日（金）〜 8日（土）
会場：日本大学文理学部図書館3階オーバル・
ホール
http://www.jspmug.org/

（後）兵庫県政150周年記念国際シン
ポジウム

「巨大恐竜，竜脚類の謎に迫る！」
12月8日（土）13:00 〜 17:30
場所：兵庫県立人と自然の博物館（兵庫県三
田市弥生が丘）
定員300名（先着順）・参加費無料
http://www.hitohaku.jp/infomation/event/
sauropoda-sympo2018.html

○国際シンポジウムMISASA VII「サン
プルリターンとアストロバイオロジー」
主催：岡山大学惑星物質研究所
12月19日（水）～21日（金）
場所：米子コンベンションセンター BiG 
SHiP（鳥取県米子市）
https://sympo.misasa.okayama-u.ac.jp/

misasa_vii/

○地質学史懇話会
12月23日（日）13:30 〜 17:00
場所：北とぴあ8階806号室（JR京浜東北線
王子駅下車3分）
演者：長田敏明氏・清池ゆき子
問い合わせ：矢島道子<pxi02070@nifty.com>

2019年
■2月　February

（後）東北大学東北アジア研究センタ
ー公開講演会
2019年2月23日（土）13:00 〜 17:00
場所：東京エレクトロンホール宮城（仙台市
青葉区国分町）

「地球生命の起源と進化：ヒトの誕生と現在
から近未来の課題まで」
講師：丸山茂徳（東京工業大学）
http://www.cneas.tohoku.ac.jp/

■3月　March
○Internat ional Conference on 
Geoscience for Society (GeoSoc)
2019年3月14日（木）〜 17日（日）
場所：バングラデッシュ・ダッカ市
https://www.data-box.jp/pdir/7085ba17d18
d49959128fd842853976a

■11月　November
国際ゴンドワナ研究連合2019年総
会・第16回ゴンドワナからアジア国
際シンポ
2019年11月8日（金）〜 10日（日）
場所：高知県立県民文化会館（高知市）
野外巡検：11 〜 12日（室戸ジオパーク）
1st Circular
https://www.data-box.jp/pdir/5d75abb24f02
4058a6a72700bb5e59e9
お問い合せ：Prof. Darren Lingley（高知大
学 人 文 社 会 科 学 部 ）：E-mail: lingley@
kochi-u.ac.jp
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教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

新潟大学災害・復興科学研究所
教員公募

所属：災害･復興科学研究所
担当学部・研究科：大学院自然科学研究科
担当予定科目：大学院　自然災害科学・防災
学に関わる専門科目など
職名・人員：教授　1名
採用予定日：平成31年4月1日以降のなるべく
早い時期
職務内容：（1）自然災害科学・防災学に関連
する研究を研究所の現員教員と共同して推進
する．（2）大学院自然科学研究科において，
自然災害科学・防災学に関わる教育研究に取
り組む．
応募資格：（1）博士の学位を有すること．

（2）自然災害科学・防災学に関する優れた教
育研究実績を有するとともに，産学連携，社
会連携等の実績があること．（3）上記職務内
容に関して研究所の教員と協調して教育研究

を担う能力と熱意があること．（4）研究所の
運営に意欲を持って取り組めること．
応募の締切：平成31年1月4日（金）17時必着
応募に関する問合せ先：
〒950-2181　新潟市西区五十嵐2の町8050番地
新潟大学災害・復興科学研究所 教授 河島克
久
電話/FAX：025-262-7056
E-mail：kawasima@cc.niigata-u.ac.jp
応募書類等の詳細は下記を参照して下さい．
https://www.niigata-u.ac.jp/wp-content/
uploads/2018/11/310104rn_japanese.pdf

日本地質学会に寄せられ
た候補者の募集・推薦依
頼等をご案内致します．

各賞・
研究助成

「消防防災科学技術研究推進制度」
平成31年度研究開発課題の募集

「消防防災科学技術研究推進制度」は，消防
防災行政に係る課題解決や重要施策推進のた
めの研究開発を委託する競争的資金制度で

す．
平成31年度は，近年の自然災害の増加や高齢
社会の到来，社会資本の老朽化などを踏まえ
て，消防防災分野における課題を解決するた
め，ICT等を活用した研究開発テーマを設定
し，下記のとおり研究開発課題を募集しま
す．
1．募集締切
平成30年12月20日（木）17時まで
2．対象とする研究開発課題（募集概要，研
究開発期間等は別紙１を参照）
○ テーマ設定型研究開発（消防庁があらかじ

めテーマを設定するもの）
 ・ 重要研究開発プログラム：『G空間情報や

ICTを活用した災害対応のための新たな装
備・資機材等の開発・改良』

 ・ 重要施策プログラム：『熱中症による緊急
搬送の傾向の分析』など他6テーマを設定

○ テーマ自由型研究開発（研究者が自ら設定
したテーマによる提案を募集）

公募要領・応募方法等詳しくは，
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/
fieldList4_2/h31koubo.html
問い合わせ先・担当：
消防庁総務課（消防技術政策担当）佐藤
Tel:03-5253-7541　Fax:03-5253-7533
Mail:gisei2@ml.soumu.go.jp
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会員の声

Eldridge M. Moores
名誉教授を悼む

正会員　小川勇二郎・辻森　樹

　世界の地質学界で指導的な役割を果たして
きた，カリフォルニア大学デービス校名誉教
授，IUGS元副会長のEldridge M. Moores（エ
ルドリッジ・M・ムーアズ）氏が2018年10月
28日（現地時刻早朝）亡くなられた．80歳で
あった．巡検のリーダーとしてデービス校の
同僚諸氏と学生らを率いてカリフォルニア州
のシエラネヴァダの地質を案内し
ていたが，宿泊していたQuincyの
林間のコッティジが燃え，命を落
とされた．まことに痛ましい限り
であり，世界にとっての大きな損
失となった．ご冥福をお祈りする
とともに，ご家族，ご同僚の方々
に心から哀悼の意を表します．
　氏は，1938年アリゾナ州に生ま
れ，カリフォルニア工科大学から
プリンストン大学へ進み，博士の
学位を所得した後，長い間カリフ
ォルニア大学デービス校で教鞭を
とった．その間，オフィオライト
の構造地質学的およびテクトニク
ス的研究と，北米コルディレラ，
テチス海域のオフィオライト，海洋プレート
の構造や発達史，アルプスヒマラヤ造山帯な
どの研究に生涯をささげた．また，大学，学
会活動でもその指導的な役割を果たし，アメ
リカ地質学会会長，雑誌Geologyの編集長な
どを歴任し，さらに国際地質科学連合（IUGS）
の副会長として活躍し，IUGSと万国地質学
会（IGC）との関係をつける難題を解決し，
その統合化を推進した．アメリカ合衆国と世
界の学界における重鎮として，今後もさらな
る活躍が期待されていたが，亡くなられたこ
とは，惜しみてもあまりある．
　氏は，日本では，構造地質学とテクトニク
スの教科書（Structural Geology 1992初版，

2007第二版，およびTectonics 1995）の著者
（Robert J. Twissと共著，W.H. Freeman & 
Co.）として広く知られている．また，国際
深海掘削（ODP）のテクトニクスパネルの
議長としての活躍を知る人も多いことと思わ
れる．岩石学分野では，都城秋穂氏との間の
いわゆる「キプロス論争」（オフィオライト
が島弧に由来するか，それとも中央海嶺の産
物か？）の中央海嶺派のリーダーとして，
Ian G. Gassらとともに論陣を張ったことは，
記憶に新しい．キプロス島のトルードスオフ
ィオライトなどからのボニナイト発見などか
ら，現在ではオフィオライトには，島弧性の
ものも多数存在する，と知られるようになっ
たが，産状や構造からは，拡大軸としての活
動も認められ，両方の要素を持っているとさ
れるようになった．本人は，地質構造の詳細

な記載，産状の組み合わせ，発達史的な解釈
などから，テクトニクスを総合的に説明しよ
うと試み，オフィオライトのペンローズ会議
を二度にわたって主宰した．この間，同僚・
学生らとの多くの研究論文を発表する傍ら，
特集号の編集，シンポジウムの主宰など，幅
広い活動を行い，デービス校退官後は，国家
的なさまざまな審議会やプロジェクト審査，
答申などの重鎮として活躍していた．2018年
11月のGSA年会においても，プレートテク
トニクス50周年の記念シンポジウムを開く間
際であったが，その実現を見ずに亡くなられ
た．同僚諸氏のショックと悲しみは大きい．
　北米西海岸や北米大陸全体だけでなく，ア

ジア，南極，ヨーロッパ各地域の地質とテク
トニクスに造詣が深く，とりわけ，1991年の
SWEAT仮説の提唱（Geology）は，アメリ
カ大陸南西部と南極大陸東部の地質の連続性
を紐付け，超大陸復元を決定づけたことで大
き な イ ン パ ク ト を 与 え た． ま た，
Encyclopedia of European and Asian 
Regional Geology 1997 を 編 集 し（Rhodes 
W. Fairbridgeとの共編, Springer），日本の
項目も監修した．その第一線の研究に基づい
た幅広い視野，自然への深い理解と洞察によ
り，たえず総合的理解を求めていた．また，
若い研究者や留学生への深い愛情にあふれ，
地質学を文化の一つに高めた功績はまことに
著しい．アメリカ西海岸における，氏の活躍
は，日本人研究者らとの交流にも及び，環太
平洋地域全体の理解が，世界の地質の理解に

結びつくことを示した．それは，
前出の二編の教科書を読むとよく
分かる．さらに，ご夫婦で編集に
携 わ っ た 一 般 書 籍 のBedrock: 
Writers on the Wonders of 
G e o l o g y （ 2 0 0 6 年 ， T r i n i t y 
University Press）にも氏の自然
観がよく現れている．
　氏と接したことのある者は，そ
の学会活動，研究・教育における
影響力だけでなく，彼の一挙手一
投足から，人類社会全体へ分け隔
てない深い愛情を感じたことと思
われる．特に，文化，歴史，芸術
に造詣が深く，大学のオーケスト
ラでチェロを弾き，進んで諸外国

の研究者，学生らと交わった．その温厚・篤
実な人柄は，多くの人々に父親のようだ，地
球科学における伝導師のようだ，と慕われて
きた．このように，氏は，世界の地質学や文
化をリードしてきた．日本では，弟子であり
同 僚 で あ るYildirim Dilek, John 
Wakabayashi, Robert Hildebrand などを通
じて，分野によっては，密接なかかわりあい
を持っている研究者も多い．
　謹んでご冥福を祈りたい．

参考：https://www.ucdavis.edu/news/geologist- 
beloved-campus-citizen-eldridge-moores-dies/

写真左）2008年8月のオスロでの第33回万国地質学会議のIUGS総会
において副議長として会議をリードした．右）2004年フィレンツェ
で．奥様と．
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Vol. 27,  Issue 6（November）
［RESEARCH ARTICLES］
1．Morphological characteristics of a dimorphic pair of 
Albaillella sinuata Ishiga and Watase: Dimorphism in the 
lineage of the Permian Albaillellaria (Radiolaria)

Tsuyoshi Ito, Atsushi Matsuoka, Qinglai Feng

Albaillella sinuata Ishiga and Wataseに見られる二形対の形態
的特徴：ペルム紀放散虫アルバイレラリア系統中の二形性
伊藤　剛，松岡　篤，馮　慶来
　放散虫アルバイレラリア目（Albaillellaria）の分類群の一部
には，通常型（normal type）と膨張型（swollen type）の二
形対が存在する．本研究では，沖縄県伊江島の湧出セクション
の赤色チャート層から得られたAlbaillella sinuata Ishiga and 
Wataseの通常型と膨張型について，その形態的特徴を観察・
記載するとともに形態測定を行った．定量化した殻の膨らみは
顕著な二峰性分布を示し，通常型と膨張型は明瞭に区別される．
膨張型は通常型と比較して，頂部が膨らみ，殻の全長は短い．
この二形性は，ペルム紀アルバイレラリア目の異なる系統にも
認められていることから，科を超えてアルバイレラリア目に共
通する特徴と言える．
Key Words：アルバイレラリア，二形性，ペルム紀放散虫，古

生物，膨張型，生殖世代

2．Lithology and radiolarian age of the Ryokami-yama 
Chert Formation in eastern Mt. Ryokami: Possible 
décollement zone in Permian pelagic sequence in mid-
Mesozoic accretionary complexes of Southwest Japan

Tsuyoshi Ito, Atsushi Matsuoka
伊藤　剛，松岡　篤
　西南日本の中期中生代付加体中のペルム系遠洋成シーケンス
中におけるデコルマ面に着目し，関東山地両神山の両神山スラ
ストの構造的上位に位置する両神山チャート層の検討を行っ
た．その結果，同層のペルム系遠洋成シーケンスの岩相及び放
散虫年代を明らかにした．両神山チャート層の基底部は，淡緑
色の玄武岩凝灰角礫岩とその上位の赤レンガ色層厚チャートか
らなる．赤レンガ色層厚チャートはドロマイトを挟み，ペルム
系前期サクマーリアン期Pseudoalbaillella lomentaria帯の放散
虫を産出する．さらに，西南日本の中期中生代付加体に含まれ
るペルム系チャートに関する先行研究のコンパイルからは，最
も古い放散虫化石帯がPseudoalbaillella lomentaria帯にあたる
地質体が多いことが明らかになった．ペルム系下部サクマーリ
アン期の下位の玄武岩類は付加時にデコルマ面として機能した
可能性がある．

Key words：付加体，秩父テレーン，ジュラ紀，関東山地，ペ
ルム紀，放散虫，三畳紀

3．Paleoenvironmental reconstruction for termination 
stage of Superanoxia in Middle Triassic (Anisian) 
sedimentary sequence of the Mino belt, central Japan

Katsuhito Soda Tetsuji Onoue

美濃帯中部三畳系堆積岩に記録された超海洋無酸素事変の終焉
期における古環境復元
曽田勝仁，尾上哲治
　後期ペルム紀から中期三畳紀まで継続した超海洋無酸素事変
は，ペルム紀末大量絶滅との関連性が議論されている．しかし，
中期三畳紀（Anisian）における超海洋無酸素事変終焉期の古
環境に着目した研究は，これまであまりなされていない．そこ
で，パンサラッサ海中〜低緯度の遠洋深海域に堆積した美濃帯
中部三畳系層状チャートの化学組成に様々な地球化学的指標を
適用して，この時代の古環境復元を行った．酸化還元状態に鋭
敏な元素指標からは，3回の海洋無酸素事変が認定された．補
正した化学風化強度はこれらの海洋無酸素事変期に高い値を示
し，強化された大陸風化が中期Anisianにおける海洋無酸素事
変の引き金となったことを示唆する．パンサラッサ海における
超海洋無酸素事変の終焉は，中〜後期Anisianにおける大陸風
化度の漸減と関連していた．
Key words：化学層序，中期三畳紀，美濃帯，パンサラッサ，

超海洋無酸素事変

4．The Ordovician and Silurian conodonts of Japan: Their 
biostratigraphical and paleobiogeographical significance

Peep Männik Takumi Maekawa Gengo Tanaka Toshifumi 
Komatsu David Siveter Mark Williams Olle Hints Thijs R. A. 
Vandenbroucke

日本産オルドビス紀およびシルル紀のコノドント化石：生層序
学的・古生物地理学的特性
Männik Peep， 前 川　 匠， 田 中 源 吾， 小 松 俊 文，Siveter 
David， Williams Mark， Hints Olle， Vandenbroucke Thijs R. A.
　日本列島におけるオルドビス紀とシルル紀のコノドント化石
は，これまで南部北上帯，飛騨外縁帯および黒瀬川帯から報告
されている．本研究により，黒瀬川帯に属するシルル系祇園山
層の2つの石灰岩試料から，シルル紀前期（Telychian）を示す
コノドント化石群集（Distomodus sp., Apsidognathus sp. cf. 
A. tuberculatus articus, Oulodus cf. rectangulus, Ozarkodina 
cf. waugoolaensis, Panderodus cf. amplicostatus）とシルル紀
中 期（earliest Sheinwoodian） を 示 す と 考 え ら れ る 群 集

（Distomodus sp. cf. D. staurognathoides, Ozarkodina sp., 
Oulodus sp., Walliserodus sp., Panderodus sp.）を同定した．
これらのコノドント化石群集は，汎世界的な地理的分布を示す
種の他に，四国の黒瀬川帯から報告された種も含む．特に
Oulodus cf. rectangulus, Ozarkodina cf. waugoolaensis , 
Panderodus cf. amplicostatus は，シルル紀の“Proto-Japan”
の黒瀬川帯が，オーストラリアおよび南中国と地理的に近接し
ていたことを示し，四射サンゴ化石に基づく古地理学的な考察
とも調和的である．
Key words：生層序，コノドント，日本，オルドビス紀，シル

ル紀

Vol.27, Issue 6

　Islands Arcは，2016年より隔月出版となりまし
た．最新号のVol. 27, Issue 6 が2018年11月に発行
されました．学会ホームページから会員ログイン
すると全文がオンラインで無料閲覧できます．是
非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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5．Material recycling in a sediment-starved trench 
recorded in the Early Cretaceous Shiriya accretionary 
complex, northeast Japan

Hayato Ueda Sho Kimura Takahiro Saito Yumi Takano 
Natsumi Iizuka Yuji Orihashi

尻屋崎（東北日本）の前期白亜紀付加体に記録された，堆積物
に乏しい海溝における物質リサイクル
植田勇人・木村　翔・齋藤隆弘・高野友美・飯塚夏美・折橋裕
司
　海溝充填堆積物を欠く沈み込み帯は付加体などの物質的記録
を残さないと考えられている．過去におけるそのような沈み込
み帯の認定と地質過程の解明は付加体地質学の課題の一つであ
る．東北日本の下北半島尻屋崎に露出する付加体は，遠洋性チ

ャートが砂泥質タービダイトを欠いて礫質重力流堆積物に直接
覆われる層序が覆瓦構造を構成する．礫中の放散虫化石や砕屑
性ジルコンのU-Pb年代は，これらの礫質重力流堆積物が堆積
時より古い時期に形成された付加体からの再堆積物であり，海
溝陸側斜面から供給されたことを示す．遠洋性堆積物が陸側斜
面からのデブリに直接覆われる層序は，当時の海溝底に，陸域
起源のタービダイトの供給がほとんどなかったことを示す．陸
域からの砕屑物供給に乏しい海溝では，海溝陸側斜面の崩壊に
よる上盤地殻物質のリサイクルが活発化すること，およびこれ
らのリサイクル物質は再付加して小規模な前縁ウェッジを形成
することが示唆される．
Key words：付加体　堆積物に乏しい海溝，非付加型沈み込み

帯，構造侵食，海底重力流

☆関東支部

お知らせ

関東支部功労賞募集
　日本地質学会関東支部では，支部の顕彰制度に基づき2018年
度も支部活動や地質学を通して社会貢献された個人・団体を関
東支部として顕彰いたします．つきましては，下記の要領で支
部会員からの推薦を募集します．
対象者：支部活動や地質学を通して広く社会貢献をされた関東
支部内に在住の個人・団体
＊�社会貢献や活動の評価においては，必ずしも学問的な成果を

問うものではありません．
公募期間：2018年12月10日～2019年１月10日
選考期間：2019年1月11日～2019年1月31日
関東支部功労賞審査委員会（委員長：有馬　眞 前支部長）を
設置
審査結果報告：NEWS誌、関東支部総会

推薦方法：対象者氏名，推薦者氏名，推薦理由（400字程度）
を記入の上，関東支部功労賞推薦としてメールもしくはFAX
にて下記へお送りください．
推薦受付：神奈川県立生命の星・地球博物館   笠間友博 　　
〒250-0031　小田原市入生田499
E-mail：kasama@nh.kanagawa-museum.jp ，
FAX：0465-23-8846

これまでの関東支部功労賞受賞者（順不同敬称略）
2010年度：清水惠助
2011年度：府川宗雄，かわさき宙と緑の科学館
2012年度：神戸信和，松島義章，加瀬靖之，下仁田自然学校
2013年度：埼玉県立自然の博物館，早稲田大学高等学院理科部

地学班
2014年度：千葉達朗，横須賀市立自然・人文博物館
2015年度：千葉県立中央博物館，神奈川県大井町・株式会社古

川
2016年度：門田真人，遠藤　毅，栃木県立博物館
2017年度：故山本高司，中山俊雄

支部コーナー
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はじめに
　9月10日〜 12日に「地磁気・古地磁気・岩石磁気分科会夏の
学校」が開催された．この夏の学校は，地球電磁気・地球惑星
学会（SGEPSS）内の1分科会である「地磁気・古地磁気・岩
石磁気研究会」が行っている会合で，70年代から毎年，大学各
機関等が幹事となって開催されてきた．ダイナモなどの地球物
理の分野から古環境への応用まで地磁気・岩石磁気に関与する
幅広い分野の講演・議論が行われる．また，希望者に対しては
その地域に関連した巡検も開催される．今年は私の所属してい
る茨城大学の岡田誠教授，博士後期課程の羽田裕貴氏が世話人
を引き受けてくださり，茨城県北茨城市にある「公共の宿マウ
ントあかね」で開催された．参加者は私たち茨城大学の他に，
高知大学，九州大学，岡山理科大学，熊本大学，横浜国立大学，
東京大学，産業技術総合研究所，JAMSTEC，山梨県富士山科
学研究所，さらに招待講演として東京農業大学の会田信行先生
を招き，17名が集まった（写真1）．今年のプログラムでは初日
に3件のポスター発表，二日目に13件の口頭発表が行われた．
また，二日目の夕方には懇親会としてBBQが開催された．最終
日は，巡検として日本最古約5億年前の地層を観察した．
　私は，夏の学校は今回が初めての参加であった．自身の発表
としては学生生活で初めての学外での口頭発表であった．口頭
発表は正直あまり得意ではなく，学内の発表でも毎回緊張する
ほどだ．ましてや今回は学外の，しかも，地磁気のスペシャリ
ストの教授の方々に聞いていただけるとあって，とても緊張す
る研究発表となった．

講演，懇親会
　初日のポスター発表は，夕方から行われた．講演者も聴衆も
ビールを片手に，非常に和やかな雰囲気で話をしていた．二日
目の口頭発表では，一講演につき質疑応答も含めて30分間とい
う長い時間が設けられていた．発表の内容は，遺跡から当時の
地磁気を復元する考古地磁気学，磁性細菌が獲得する残留磁化，
300万年前のタヒチの溶岩の古地磁気復元など，研究対象とす
る年代・場所・手法は多岐に渡った．古地磁気学という分野の

幅広さを改めて知り，それらの研究内容は非常に興味深いもの
であった．中でも興味をひかれた研究は，磁性細菌に関する研
究で，そもそも最近まで磁性細菌というものを知らなかった私
には刺激が強い内容であった．このように様々な内容の発表を
聞くことができ，地磁気に関する自分の知見が広がったように
感じた．また，招待講演者の会田先生はなんと，最近古本屋で
発見したという松山基範先生の直筆原稿や著書など非常に貴重
な資料を展示してくださった（写真2）．地磁気の研究者にとっ
て松山先生はまさしくレジェンドと言っても過言ではない存在
であり，初めて逆極性に磁化する岩石を発見した方である．そ
のため，参加者の皆さんは興奮した面持ちで貴重な資料を眺め
ていた．
　私自身は鮮新世−更新世境界の古地磁気変動記録の復元につ
いて発表した．私が研究対象にしている房総半島の鮮新統〜更
新統の海成層には約260万年前の地磁気逆転であるガウス−松
山境界が，先行研究によって報告されている．しかし，地層の
欠如によってその連続的な記録が得られていなかった．そこで
私は，まだ予察的ではあるが，連続的な層序が確立可能な新し
いルートを対象にすることでガウス−松山境界における古地磁
気記録を得ることに成功した．しかし，分析に時間がかかって
しまったため，発表練習があまりできず，今回の発表に対して
不安が残っていた．発表後の質疑応答では，測定データから算
出した当時の地磁気強度を評価する手法に関して議論が行われ
た．地磁気強度を算出するためには堆積物中の磁性鉱物粒径が
一様であることが望ましいのだが，私が提示した図にはトレン
ドが2つ見えるという意見を頂き，スペシャリスト達の観察眼
に驚いた．また，別の手法の方がより磁性鉱物粒径の変化を反
映しているなどのアドバイスを頂き，今後の研究の進め方に課
題も見えた．
　すべての講演が終了した二日目の夜にはBBQ場にて懇親会が
開かれた．みんなで楽しく火を囲みながら，研究の面白みや悩
み，学生生活の話などで盛り上がった．私は今まで，他の大学
や研究所の学生や先生方と話す機会はなかったため，今回の懇
親会では楽しくお互いのことを知ることができた．

日本最古の地層を巡る旅
　最終日は日立市にある日本最古約5億年前の地層の巡検に参
加した．巡検案内者は，その地層の発見者の一人の田切美智夫
茨城大学名誉教授である．宿を車で出発し，1時間ほどで露頭
のある東連津川林道に到着した．田切先生が日本最古の地層を
発見したことは有名だが，実は今回参加した茨城大学組はまだ
誰もその地層を見たことがなかった．また，普段の研究からは
接することのないカンブリア紀の地層がどのようなものなの
か，とても楽しみだった．巡検では，合計7か所の露頭を巡っ
た．今回は，その中から3か所について紹介する．

第50回 SGEPSS
地磁気・古地磁気・岩石磁気分科会 

夏の学校参加報告

平岡陽佑
（茨城大学理工学研究科博士前期課程２年）

院生コーナー

写真1　集合写真．

写真2　松山基範先生に関する資
料展示．
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　Stop 1では，5億年前の花崗岩（カンブリア系）と3億5000万
年前の礫岩層（石炭系）との不整合を観察した（写真3）．花崗
岩の年代はU-Pb年代測定から，礫岩層の年代は産出する化石
から求めたそうだ．また，石炭系の礫にはカンブリア紀の花崗
岩も含まれており，これもU-Pb年代測定から明らかになった
ことだ．この不整合の部分は沢になっており，わずか2 m幅の
水をまたぐだけで１億5000万年のタイムトリップができると考
えると壮大な気持ちになった．Stop 3では，カンブリア系赤沢
層に貫入する幅1.5 mの石英脈を観察した．この石英脈には金
鉱石が含まれることもあるそうだが，残念ながら見つけること
はできなかった．しかし，セラミック原料として採掘されてい
た歴史があるらしく，地質と人類の生活とのつながりを感じた．
最後の露頭Stop 7では，お待ちかねの日本最古の露頭を観察し
た（写真4）．5億500万年前という年代が得られているその火山
岩脈は，なんと高速道路の高架下，それも公園の入り口にあっ
た．正直，なんの変哲も無い露頭であり，私だったら見逃して
しまう．日本最古の地層というくらいなので山奥にある壮大な
露頭を想像していたが，こんなにも私たちの生活圏に近い場所
に貴重な露頭があるということに驚くとともに，それを見つけ
た田切先生に敬服の念を抱いた．
　巡検を終え，車で水戸駅に戻り，三日間の夏の学校は終了し
た．茨城という地元でありながら，行ったことのない初めての
地域の地質を知ることができ，大変有意義な時間を過ごすこと
ができた．

まとめ
　夏の学校への参加は今年が初めてであったが，多くの経験を
することができた．参加前は，議論についていくことはできる
だろうかと不安しかなかったが，たくさんの方々が温かく接し
てくださり，よりこの分野における知識を広げることができた．
来年の夏の学校は，山梨県富士山研究所の馬場章氏が世話人を
引き受けてくださり，巡検では富士山周辺を巡る予定とのこと
である．富士山周辺での開催ということで，とても楽しい体験
ができることだろうと思う．私は卒業してしまうため参加はで
きないが，地磁気・古地磁気・岩石磁気に興味がある方は，ぜ
ひ参加して頂きたいと思う．
　最後になるが，世話人として夏の学校の開催・運営をしてく
ださった岡田誠教授・羽田裕貴氏，非常に貴重な資料を展示し
てくださった会田信行先生，巡検案内者として素晴らしい旅に
連れてくださった田切美智夫先生，また熱い議論とアドバイス
をくださった夏の学校参加者の皆様に，この場をお借りして心
からの感謝を述べさせて頂きます．

院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内
を目安に，e- mailでいただければ幸いです．
16nd204l@vc.ibaraki.ac.jp	 羽田裕貴（茨城大）
manto.yamada@gmail.com	 山田眞嵩（北大）
smuto@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 武藤　俊（東京大）
716o.nonn@gmail.com	 大山　望（九州大）

左から，写真3：カンブリ
ア系−石炭系の不整合露
頭．左下のハンマーが置い
てある側がカンブリア系の
花崗岩，沢を挟んで右上が
石炭系大雄院層．写真4：
日本最古5億500万年前の火
山岩脈．

表紙紹介　　　　　第9回惑星地球フォトコンテスト：優秀賞「混濁」
写真：小山悠太（長野県）

【撮影場所】長野県伊那市 伊那谷三峰川
【審査委員長講評】混濁というタイトルにふさわしく，一目見ただけでは空中写真を見ているような，顕微鏡を覗いて
いるような，不思議な雰囲気をもった作品です．この作品ではスケールが不明ですが，これがかえって魅力となって
います．正面から標本写真のように撮影したのも好感が持てます．この作品はスマホで撮影したものです．

【地質的背景】三峰川は赤石山地北部（南アルプス）の大河で伊奈谷北部の伊那市で天龍川と合流しています．「混濁」
は三峰川が本流の天龍川を呑み込んでいる広大な氾濫原で“採集”されました．“標本”は細密な褶曲が美しく現れて
おり，それらを切る劈開（岩石や鉱物がもつ特定方向へ割れやすいという性質）が見事です．「混濁」が生まれた場所
を推定してみましょう．長谷地区の三波川帯までは確実ですが，露頭でこの作品と同じように見える訳ではありませ
ん．長年の水磨により誕生した逸品です．（名誉会員　松島信幸）
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2019 年４月〜 2020 年３月の会費額は
下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は 12 月 25 日（火）です．
　2019 年度分会費の引き落とし日は 12 月 25 日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．こ
れより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツ
カイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
　12 月 25 日の引き落としには間に合いませんが，請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としのお申込をお願いいたします（2019 年 6 
月にも引き落とし手続きを行う予定です）．自動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用して頂きたく，ご協力をお願
いいたします．自動引き落としを希望する方は，「自動払込利用申込書」（本誌巻末にも掲載）をお送り下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
　12 月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
 　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
 　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ

ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

　（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

2019 年度の会費払込について

	 会員資格	 2019 年 4 月〜 2020 年 3 月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2018 年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2019 年度会費
にのみ適用となります．

　正会員	 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請	 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請	 5,000 円
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2019年度（2019．4～2020．3）学部学生割引・院生割引会費の受付中

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してくだ
さい（郵送に限る）．なお，これまで（～2018年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申
請受付は終了していますので，2019年度分の申請のみ適用となります．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2019年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒101-0032　東京都千代田区岩本町2－8－15　井桁ビル6階
一般社団法人日本地質学会

2019年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第2章第7条第1項（1）に基づき，2019年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）

を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　

会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院 研究科
専攻

前期 ・ 後期
年在学中

2019年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．

指導教員（等）
　　所属：
　　氏名：� 印  　

最終締切

2019年3月29日（金）
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　ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140−8−28067
　40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　�中央構造線のネオテクトニクス—その意義と問題点—．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　�中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　�シーケンス層序学—新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻—マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　�Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan—　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　�構造地質　特別号—21世紀の構造地質学にむけて—．狩野謙一ほか編，（売り切れました）
第 51 号　�地震と地盤災害—1995年兵庫県南部地震の教訓—．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　�オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　�本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900 

円，〒360円
第 54 号　�タフォノミーと堆積過程—化石層からの情報解読—小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　�地震イベント堆積物—深海底から陸上までのコネクション—藤原　治ほか編，（売り切れました）
第 59 号　�沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

 リーフレットシリーズ
　大地の動きを知ろう—地震・活断層・地震災害—　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地のいたみを感じよう—地質汚染Geo−Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地をめぐる水—水環境と地質環境—　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
　日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

 地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
　１．箱根火山たんけんマップ—今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
　２�．屋久島地質たんけんマップ—洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい—　2009年３月発行　会員頒価300円
　３�．城ヶ島たんけんマップ—深海から生まれた城ヶ島—　2010年９月発行　会員頒価300円
　４�．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん—樹海にかくされた溶岩の不思議—　2014年３月発行　会員頒価300円
　５�．長瀞たんけんマップ—荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう—　2016年２月発行　会員頒価300円

 地質リーフレットシリーズ
　１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

 下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

 電子書籍シリーズ
　地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］　定価1,380円

 講演要旨集ほか
　第118年見学旅行案内書（2011年水戸）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第117年学術大会講演要旨（2010年富山）	 会員頒価4,000円，〒500円
　第117年見学旅行案内書（2010年富山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第116年見学旅行案内書（2009年岡山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第115年見学旅行案内書（2008年秋田）	 会員頒価2,500円，〒500円
　※�このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．
クリアファイル：学会創立125周年記念オリジナル．A4対応両面カラー．3枚１セット500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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第125年学術大会（つくば特別大会）講演プログラム
2018年12月1日（土）〜 2日（日）
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